
生活が豊かになっているはずなのに、いつも何かに追われ、誰かに監視され

ている感覚がありませんか。知っていることはたくさんあるのに、なぜか自

分事としてとらえることが難しい。「間」は古来から日本人が大切にしてき

た概念。床の間、お茶の間、手間。時間、空間、仲間…そして人間。

今の日本人は、「間」がないか、「間」を詰めすぎているように思います。
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編集後記

みなさまの声をお聞かせ下さい
資源物リサイクルを通して、環境保全に貢献することを目指す当社では、サービス向上のためにも皆さまからのご意見、ご要望をお待ちしています。

～前に進むための言葉 “一語一会”～ 

「人間は、その思考を実現することができるようにつくられている。」
-ルロワ＝グーラン-

※8/31現在

当社への持ち込み1件あたり10円を寄付 

ユニセフへの
累計寄付金額

704,920円

過去のニュース
レターもチェック
できます！

秋

「サヤマdeシネマ vol.７」に協賛しています

奥富興産株式会社は、昨年に続きサヤマdeシネマ vol.7（9月16日～17日開催）しております。

2017年に狭山市初の学生が作る上映会として立ち上がった「サヤマdeシネマ」は、毎年10月に開催される
東京国際映画祭にインターンとして参加してきた西武文理大学の学生が「西武文理大学のある狭山で私た
ちの東京国際映画祭を作りたい！」という一言からはじまりました。

当日は、たくさんの市民が来場されていて、非常に盛り上がっていましたし、学生たちのひたむきな姿に感動し
ました。このような文化的な活動は地域に長く愛されるものとして根付いていってほしいですね。

お客さまの資源リサイクル活用事例

リサイクル×環境問題 リサイクル×地域貢献 リサイクル×コスト削減1 2 3

智光山資源リサイクルパーク「こ

しパ！」は、リサイクルが生活の一

部になるようなライフスタイル提案

しています。古紙を持ち込むたびに

10円をユニセフへ寄付。2015年7月

から延べ35,000人以上の方が協力

しています。

また、フィリピンのNGOを長年支

援しています。ゴミ山に廃棄された

ジュースパックをアップサイクル製

品として販売しています。教育サポ

ートではドロップアウト児童の学資

援助を行っています。

ある障害生涯福祉施設団体様が毎

日弊社へ古紙を持ち込んでいます。

施設の入所者の方が資源回収の仕事

に携わる中で、働くことの充実感や

達成感を得ているそうです。別の就

労支援施設では、分別した古紙を買

い取らせ頂いております。

また、地域の集団回収にも協力し

ており、実施団体は回収で得た収益

金を東日本大震災義援金に利用した

り自治会の活動資金に充てたりして

います。地域コミュニティーの活性

化にも役立っているそうです。

ある食品メーカーのお客様は、従

来は古くなった機械類を産業廃棄物

として処分していました。有価物と

してリサイクルできることを提案し

年間数十万円のコスト削減につなが

りました。社内でも廃棄物の分別・

削減に対する意識が向上し、生産性

向上にも一役買っているそうです。

当社は、中間処分業の許可を取得し

ており、廃棄物処理をワンストップ

で対応可能です。SDGsを経営戦略

に組み込みたいお客さまにも個別に

相談に応じています。
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